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は
初
め
て 。
松
本
組
の
ほ
か 、

四
国
に
5

基
納
入
が
決
まっ

て
お
り 、
全
部
で
8

基
の
納

入
が
決
定
し
て
い
る 。

同
社
が
茨
城
大
学
と
の
共

同
研
究
で
開
発
し
た
エ
マ
ル

ジ
ョ

ン
燃
焼
技
術
は 、
水
滴

を
極
小
に
し 、
油
と
水
の
分

子
の
衝
突
を
促
進
さ
せ
て
燃

料
化
す
る
と
い
う
も
の 。
油

の
中
に
水
満
が
入っ
た
状
態

で 、
常
湿
で
は
爆
発
し
に
く

い
分
子
間
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

も 、
熱
を
加
え
る
こ
と
で
活

性
化
し 、
効
率
の
良
い
燃
焼

が
得
ら
れ
る
と
い
う 。温

度
が
高

れ
ば 、
完

塁

-
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ア
ス
ヘ
ス
ト
溶
融
フ
ラ
ノ
ト
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ア
ス
ベ

週
刊

日
本
環
境
保
全
（
茨
城
県

牛
久
市 、
和
田
力
社
長 、
6

0
2
8.
8
7
4.
4
3
5

 

l
)

は
松
本
組
（
栃
木
県
大

平
町）
の
自
社
工
場
内
に 、

水
と
油
を
混
合
し
た
エ
マ
ル

ジ
ョ

ン
燃
焼
技
術
に
よ
る
ア

ス
ベ
ス
ト

溶
融
プ
ラ
ン
ト

の

1
号
機
を
納
入
す
る 。
12
月

に
完
成
す
る
見
込
み 。
乳
化

剤
を
使
わ
ず
に
水
と
油
を
涅

合
燃
焼
す
る
技
術
は
初
め
て

と
い
う 。
現
在 、
特
許
を
申

請
し
て
い
る 。

同
社
が
ア
ス
ベ
ス
ト

専
用

の
プ
ラ
ン
ト
を
開
発
し
た
の

9

9
,
／
]
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ス
ト
溶
融
プ
ラ
ン
ト
開
発

を
入
れ
込
ん
だ
状態
で 、
ノ
ズ

ル
か
ら出
る
とき
に 、
ミ
ス
ト

状
に
な
り 、
溶
融
物
に
直
接 、

火
が
当
た
る
た
め 、
バ
ー

ナ
ー

で
非
常
に
高
い
混
度
が
出
せ

る 。
1
4
5
0

度
C
で
溶
融

し
て
流
れ
て
い
く
と
い
う 。

着
火
バ
ー

ナ
ー

と
エ
マ
ル

ジ
ョ

ン
バ
ー

ナ
ー

の
二
つ
が

炉
上
に
あ
り 、
着
火
バ
ー

ナ
ー

で
暖
め
た
後 、
エ
マ
ル
ジ

ョ
ン
バ
ー

ナ
ー

を
着
火
す

る 。
燃
焼
室
の
上
に
水
槽
が

あ
り 、
水
と
油
を
か
く
拌
し

て
バ
ー

ナ
ー

の
中
で
混
和
し

て
発
射
さ
せ
る
仕
組
み 。
水

の
中
に
溶
融
物
を
落
と
し 、

真っ
黒
に
なっ
た
状
態
で
ス

ラ
グ
と
し
て
か
き
出
す 。
水

は
循
環
利
用
し
て
い
る 。

-
I

日本環境保全

寧嘉璽

喜
置

同
社
が
開
発
し
た

は 、
A
重
油
l
o
o
に

て
水
が
15
％
の
割
合
で

す
る 。
1

立
方
認
当
ヤ

万
円
と
安
価
で
処
理
す

と
が
可
能
だ 。
1

号
機

時
5
0
0キロ

喀
の
処
碑

が
あ
る 。
価
格
は
6

億

0
0

万
円 。

同
社
で
は 、
初
年
席

円
の
売
り
上
げ
を
見
訊

お
り 、
将
来
的
に
は
1

0
億
円
の
売
り
上
げ
を

し
て
い
る 。
同
プ
ラ
ソ

処
理
を
す
れ
ば 、
安
価

処
理
が
可
能
な
こ
と
か

ア
ス
ベ
ス
ト

の
処
理
に

が
か
か
り
そ
う
だ 。


